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町 　 章
1962（昭和37）年10月1日に制

せい

定
てい

されました。
高野町の「高」を図案化し、「塔

とう

」（歴
れき

史
し

）をかたどり、
「太陽」（町政

せい

の発
はっ

展
てん

）と「月」（平和と文化）をいだいた
形をしています。これは、永遠に繁

はん

栄
えい

する高野町を表し
たものです。

町 の 花
シャクナゲ（石楠花）
シャクナゲは、山地に生えるツツジ科の常

じょう

緑
りょく

低木で、
厚
あつ

みと光
こう

沢
たく

のある葉は寒い冬にも耐
た

えることができます。
初夏になると淡

うす

紅
べに

色の優
ゆう

雅
が

な花が集まって咲
さ

き、存
そん

在
ざい

感を増
ま

します。
花言葉は「荘

そう

厳
ごん

、威
い

厳
げん

」で、「花木の女王」と言われて
います。

町 の 木
コウヤマキ（高野槙）
コウヤマキは、コウヤマキ科の日本固

こ

有
ゆう

の樹
じゅ

木
もく

です。
本州

しゅう

の中部から近
きん

畿
き

・四国・九州に分
ぶん

布
ぷ

する常
じょう

緑
りょく

針
しん

葉
よう

樹
じゅ

です。特
とく

に高野山に多く生育することから、この名が付
きました。
枝
えだ

葉
は

は仏
ぶつ

前
ぜん

のお供
そな

えとして、また土
み や げ

産物として多くの
人
ひと

々
びと

に親しまれています。

高
こ う

野
や

町
ちょう

民
み ん

憲
け ん

章
しょう

緑
みどり

深
ふか

き山
やま

々
やま

に包
つつ

まれた高
こう

野
や

町
ちょう

は、歴
れき

史
し

の重
おも

みと文
ぶん

化
か

の香
かお

りが宿
やど

る町
まち

です。
私
わたし

たちは、先
せん

人
じん

の努
ど

力
りょく

をうけつぎ、心
こころ

のふるさと高
こう

野
や

町
ちょう

をこよなく愛
あい

し、希
き

望
ぼう

に満
み

ちた
“世

せ

界
かい

に開
ひら

けゆく文
ぶん

化
か

の町
まち

” を創
つく

るため、この憲
けん

章
しょう

を定
さだ

め、その実
じつ

現
げん

に努
つと

めます。

１．歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

に培
つちか

われた、仏
ぶっ

都
と

にふさわしい魅
み

力
りょく

あるまちをつくります。
１．緑

みどり

豊
ゆた

かな森
しん

林
りん

を愛
あい

し、恵
めぐ

まれた自
し

然
ぜん

に調
ちょう

和
わ

した美
うつく

しいまちをつくります。
１．心

こころ

のふれあいを大
たい

切
せつ

にし、訪
おとず

れる人
ひと

々
びと

にも思
おも

いやりのあるまちをつくります。
１．未

み

来
らい

をになう子
こ

供
ども

たちの夢
ゆめ

を育
はぐく

むまちをつくります。
１．心

しん

身
しん

をきたえ、健
けん

康
こう

で明
あか

るい活
かつ

力
りょく

あるまちをつくります。

は じ め に

社会が大きく変化していく時代において、わたしたちの郷
きょう

土
ど

もその姿
すがた

を変えつ

つあります。世界遺
い

産
さん

への登
とう

録
ろく

や交通の整
せい

備
び

などによって高野町を訪
おとず

れる人が増
ふ

え、今では海外からのお客さまも多くなりました。その一方で、過
か

疎
そ

化
か

や少子高
こう

齢
れい

化によって町の人口は減
げん

少
しょう

しています。

「町の未来はどうあるべきなのか」

わたしたちは、今ある生活をより便
べん

利
り

で豊
ゆた

かなものにしたいと願っています。

そして、町は世界遺産の価
か

値
ち

とともに発
はっ

展
てん

していく必
ひつ

要
よう

があります。

「わたしたちの生活を豊かにしながらも、時代を超
こ

えて守
まも

らなければならない

価値をどう残
のこ

していくか」

一人でその答えを見つけられないときは、みんなが力を合わせればきっと見つ

けられるはずです。

この本は、そのために必
ひつ

要
よう

な郷土愛を育
はぐく

む目
もく

的
てき

で作られました。「知ること」

や「体験
けん

すること」は、郷土への想
おも

いを強くします。

そして、わたしたちは、その想いが町の輝
かがや

く未来を築
きず

いていくものと信じてい

ます。
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